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■
申
告
が
必
要
な
人
は
？

①
事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
な

ど
）、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
、

一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
次
に
該
当

す
る
人
。

⃝

勤
務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払

　

報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

　

人
。（
勤
務
先
に
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
）

⃝

年
末
調
整
を
し
た
給
与
以
外

　

に
、
給
与
収
入
や
事
業
所
得

　
（
農
業
・
営
業
な
ど
）、
不
動

　

産
所
得
、
雑
所
得
、
一
時
所

　

得
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
。

　
申
告
は
、
昨
年
（
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
）
の
所
得
を
計
算
し
、

村
県
民
税
な
ど
の
税
額
を
決
め
る
た
め
に
行
う
大
切
な
手
続
き
で

す
。
村
で
は
申
告
・
納
税
相
談
の
受
け
付
け
を
２
月
16
日
（
金
）
か

ら
3
月
15
日
（
木
）
ま
で
行
い
ま
す
。
事
前
に
必
要
な
書
類
を
準
備

し
て
、
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
税
）

期　日 地　区　名 会　場 期　日 地　区　名 会　場
2 月 16 日（金） 瀬月内、宇堂口、泥の木

村老人福祉
センター

3 月   4 日（日） 村内全域日曜日申告受付日

村山村開発
センター

2 月 19 日（月） 平内、妻の神、戸田舘の下 3 月   5 日（月） 荒谷、伊保内上
2 月 20 日（火） 戸田上、戸田下 3 月   6 日（火） 二ッ家、鹿島
2 月 21 日（水） 戸田地区の申告未済者 3 月   7 日（水） 伊保内下、小倉
2 月 22 日（木） 田代、柿の木

江刺家ふるさ
とセンター

3 月   8 日（木） 川向
2 月 23 日（金） 江刺家上、江刺家下 3 月   9 日（金） 南田
2 月 26 日（月） 道地、丸木橋、山屋、細屋 3 月 11 日（日） 村内全域日曜日申告受付日
2 月 27 日（火） 江刺家地区の申告未済者 3 月 12 日（月） 伊保内地区申告未済者
2 月 28 日（水） 山根

村山村開発
センター

3 月 13 日（火）
村内申告未済者3 月   1 日（木） 長興寺上、長興寺下 3 月 14 日（水）

3 月   2 日（金） 大向、五枚橋、荒田、雪屋 3 月 15 日（木）

所
得
税
と
村
県
民
税
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に

●受付時間：　午前の部（9：30～11：30）　午後の部（１：00～３：30）
※上記の期間中、役場税務会計課窓口での申告相談はできませんのでご了承ください。
※日程の都合が付かない場合は、指定日以外の日でも申告相談を受け付けます。  　　 

平成 30 年度  申告・納税相談日程表

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

九
戸
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
す
べ
て
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⃝

前
年
中
に
退
職
な
ど
で
年
末

　

調
整
を
し
て
い
な
い
人
。

③
源
泉
徴
収
票
に
記
載
し
た
控

除
内
容
に
変
更
や
追
加
（
医
療

費
控
除
な
ど
）
が
あ
る
人
。

④
非
課
税
収
入
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
雇
用
保
険
な
ど
）

の
み
の
人
。

⑤
収
入
が
な
か
っ
た
人
。

※
申
告
を
し
な
い
場
合
、
所
得

証
明
書
な
ど
の
交
付
や
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
申
告
が
不
要
な
人

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人
。

▽
前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み

で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、

勤
務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払
報

告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
。

▽
前
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金

の
み
で
、
支
払
者
か
ら
村
に
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出

し
て
い
て
、
各
種
控
除
を
受
け

な
く
て
も
村
県
民
税
が
課
税
さ

れ
な
い
人
。（
65
歳
未
満
で
年

金
収
入
金
額
が
98
万
円
以
下
の

人
、
65
歳
以
上
で
年
金
収
入
金

額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人
）
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■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人

　
確
認
書
類
を
忘
れ
ず
に

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
導
入
に
伴
い
、

平
成
29
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
に
は
、
番
号

法
の
規
定
に
基
づ
き
本
人
確
認

を
し
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
は

番
号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書

類
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
番
号
確
認
書
類

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通

知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
う

ち
い
ず
れ
か
１
つ

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
１

枚
で
番
号
確
認
と
身
元
確
認
が

可
能
で
す
。

2
身
元
確
認
書
類

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

■
医
療
費
控
除
の
特
例

　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
」
と
い
う
医
療
費
控
除
の

特
例
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
健
康
の
保
持

増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ
の

一
定
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
人
が
、
平
成
29
年
１
月
～
12

月
に
自
分
や
家
族
（
生
計
を
一

に
す
る
も
の
）
が
特
定
一
般
用

医
薬
品
（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品
）
な
ど
を
購
入
し
た
場

合
、
一
定
額
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
（
実
際
に
支
払
っ
た

購
入
費
用
か
ら
１
万
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
金
額
。
最
高

８
万
８
０
０
０
円
）。

　

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と

は
、
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
医
療

用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の

事
で
す
。
対
象
商
品
を
購
入
し

た
際
に
は
、
レ
シ
ー
ト
に
対
象

商
品
だ
と
い
う
こ
と
が
表
記
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
医
療
費
控
除
の
特
例

は
、
現
行
の
医
療
費
控
除
と
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
二
戸
税
務
署
確
定
申
告

　
会
場
は
２
月
16
日
開
設

○
開
設
場
所　

二
戸
税
務
署　

（
１
階
会
議
室
）

○
開
設
期
間　
２
月
16
日
（
金
）

～
３
月
15
日
（
木
）《
土
、
日

お
よ
び
祝
日
を
除
く
》

○
開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
《
午
後
４
時
前
の
来
場

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
》

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ

さ
い
。
手
引
き
や
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
自
分
で
申
告
書
を
作

成
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①あらかじめ送付されている申告書　申告書が配布された人は、必要事項を記入して持参ください。
　前年度に確定申告を行った人は、申告書が送付されます。（電子申告を行った人には、送付されません）
②本人確認書類　マイナンバーカードは１枚で本人確認ができます。マイナンバーカードを持っていない
　人は、通知カードなどの番号確認書類と運転免許証などの身元確認書類を持参ください。
③必要な書類　▷給与・年金所得がある人…源泉徴収票（源泉徴収票がない場合は、給与明細書や勤務先
　の住所、会社名を調べて持参ください。）　▷事業所得や不動産所得がある人…収支内訳書　▷雑所得、　
　一時所得がある人…所得に係る内容を証明できる書類　▷譲渡所得がある人…契約書
④所得控除に必要な書類　▷社会保険料控除…領収書、控除証明書　▷生命保険料や地震保険料控除…保
　険会社などが発行する証明書　▷医療費控除…領収書　▷障害者控除…障害者手帳など
⑤印鑑（認印可）
⑥所得税の還付申告をする人は、口座番号が分かるもの
⑦所得税の振替納付を希望する人は、口座番号が分かるものと通帳の届出印

書類の作成・申告が 24時間可能

☎
申
告
に
関
す
る
問
い
合
せ

□
九
戸
村
役
場
税
務
会
計
課

　
　
☎
４
２-

２
１
１
１

内
線 

２
２
２

□
二
戸
税
務
署

　
　
☎
２
３-

２
７
０
１

e-Tax で申告すると…
　　①　自宅からネットで申告できる
　　②　添付書類の提出省略
　　③　還付がスピーディー
詳しくは、国税庁 のホームページをご覧ください。

(www.nta.go.jp)

ネ ッ ト が 便 利

申告・納税

申告に必要なもの◆　◆　◆ ◆　◆　◆

e-Tax
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《
平
成
28
年
度
》

■
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　

人
件
費
と
は
、
給
料
と
職
員
手

当
（
期
末
・
勤
勉
・
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
・
退
職
な
ど
）
を
合
わ
せ

た
職
員
給
与
費
の
ほ
か
に
、
村
長

や
村
議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
の

給
料
や
報
酬
も
含
め
た
広
い
範
囲

の
経
費
を
い
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
人
件
費
は
表
❶

の
通
り
５
億
２
６
６
３
万
円
で
一

般
会
計
歳
出
額
の
12
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
給
与
費
の
状
況

は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

（
下
水
道
・
水
道
を
除
く
）
で
み
る

と
、
表
❷
の
通
り
で
す
。
一
般
職

の
給
料
や
職
員
手
当
な
ど
給
与
費

と
し
て
３
億
４
４
９
７
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
給
料

　
職
員
の
職
種
は
、
一
般
行
政
職
、

年　度 支給総額 職員一人当たりの支給額
平成27年度 5,502千円 87千円
平成28年度 5,657千円 84千円

表❽　時間外勤務手当

※選挙事務従事者の時間外勤務手当は含まない。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 287,000 円 40歳３カ月
医　療　職 245,300 円 30歳６カ月

表❸　職員の平均給料月額と平均年齢
（平成29年4月1日現在）

表❶　人件費の状況（平成28年度一般会計決算より）

◦歳出総額　　　　　　41億1,333万円
◦人件費が占める割合　12.8％（5億2,663万円）
※人件費には、村長や村議会議員などの特別職の給料、報酬が含まれ
　ています。

支給期 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.85月分

12月期 1.375月分 0.85月分
計 2.60　月分 1.70月分

表❼　期末・勤勉手当の状況（平成28年4月1日現在）

表❹　初任給の状況（平成29年4月1日現在）

一般行政職
（大学卒）

決定初任給 167,600 円
採用２年経過 184,800 円

一般行政職
（高校卒）

決定初任給 146,100 円
採用２年経過 155,800 円

村
職
員
の
給
与
を
公
表

◦給与費総額　　　　　　　◦給与費内訳
　3億4,497万円
◦職員数　　　　　
　69人　
◦職員一人当たり　
　450万円

表❷　職員給与費の状況（平成29年度一般会計予算より）

※職員手当には、退職手当および児童手当などは含みません。
※職員数には、上下水道の公営企業などの職員は含みません。

医
療
職
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を

示
し
た
も
の
が
表
❸
で
す
。
一
般

行
政
職
の
初
任
給
の
状
況
は
表
❹
、

一
定
年
数
を
経
過
し
た
時
点
で
の

給
料
月
額
は
表
❺
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
給
料
表

　

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ

れ
る
給
料
表
は
、
経
験
年
数
や
責

任
の
度
合
い
に
よ
っ
て
５
級
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
職

務
内
容
と
そ
の
職
員
数
、
構
成
比

は
表
❻
の
通
り
で
す
。

■
職
員
手
当

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
❼
）
…

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る

も
の
で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ

で
す
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
❽
）
…

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務

し
た
職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

区　分 一般行政職
（大学卒）

一般行政職
（高校卒）

10年以上15年未満 239,400 円 210,000 円
20年以上25年未満 － 313,500 円
30年以上35年未満 379,100 円 367,500 円

※大学卒で 20 年以上 25 年未満は該当者なし。

表❺　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成29年4月1日現在）

※医療職３人を除く、合計 65 人

表❻　一般行政職の級別職員数の状況
（平成29年4月1日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 計
標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主任 課長補佐

主査
課長

課長補佐 -

職員数
（人） 25 ６ 11 14 ９ 65

構成比
（％） 38.5 9.2 16.9 21.5 13.9 100.0

　
村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
担
う
村
職
員
の
給
与
は
、
村
の
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
村
職
員
の
給
与
な
ど

の
主
な
内
容
と
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給料
2億2,838万円
（66.2％）

期末勤勉手当
8,925万円
（25.9％）

職員手当
2,734万円
（7.9％）
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区　 分 男性
職員

女性
職員 計 備　　考

育児休業
取得者数 ０人 ３人 ３人 28年度に新たに２人

が取得

表⓮　育児休業の利用状況（平成28年度）

処分内容 処分者数
分限処分 ０人
懲戒処分 ０人

表⓫　分限および懲戒処分の状況（平成28年度）

研　修　名 期間・日数（延べ） 人数
新規採用職員研修（前期・後期）   ７日 10 人
一般職員研修   ６日 ９人
市町村職員研修   １日 ３人
管理者・監督者級等研修   ７日 10 人
専門研修（財務、法規事務など） 15 日 10 人

表⓯　職員の研修状況（平成28年度）

▽
扶
養
・
住
居
手
当
（
表
❾
）
…

支
給
内
容
は
表
の
通
り
で
、
国
の

制
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

▽
通
勤
手
当
（
表
❾
）
…
通
勤
の
た

め
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
職
員
に

は
距
離
に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
職
員
数
の
状
況

　

職
員
の
定
数
は
条
例
で
上
限
が

決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
内
容
や
業
務
量
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
な
が
ら
、
適
正
な
配

置
に
努
め
て
い
ま
す
。
村
の
部
門

別
職
員
数
の
状
況
は
表
❿
の
通
り

で
す
。

■
特
別
職
等
の
報
酬
な
ど（
表
⓬
）

　

特
別
職
の
う
ち
村
長
、
教
育
長
、

村
議
会
議
員
に
は
給
料
（
報
酬
）
と

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
人
事
管
理

▽
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

（
表
⓫
）
…
平
成
28
年
度
中
に
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
職
員
の
休
暇
状
況
（
表
⓭
・
⓮
）

…
職
員
の
休
暇
に
は
年
次
や
育
児

休
業
の
ほ
か
、
病
気
・
結
婚
休
暇

な
ど
の
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
職
員
の
研
修
状
況
（
表
⓯
）
…

研
修
に
職
員
を
派
遣
し
、
資
質
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
職
員
の
健
診
受
診
状
況
（
表
⓰
）

…
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の

健
康
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

区　　　　分 対象職員数 受診者数 受診率
生活習慣病予防健診

・胸部Ｘ線検診 73 人 64 人 87.7％

表⓰　職員の健康診断の状況（平成28年度）

※特別職を含む。

総付与
日　数

総使用
日　数

対　象
職員数

平均使用
日 数 消化率

2,062 日 662 日 55 人 12.0 日 32.1％

表⓭　一般職員の年次有給休暇使用状況（平成28年中）

※新規採用職員、途中退職者、育児休暇取得者を除く。
表❿　部門別職員数の状況（平成29年4月1日現在）

部　門 平成28年 平成29年 前年度比

一般行政

議　 会 2 2 ± 0
総　 務 15 16 ＋ 1
税　 務 6 6 ± 0
農林水産 8 9 ＋ 1
商　 工 1 1 ± 0
土 木 5 5 ± 0
民 生 17 16 － 1
衛 生 4 4 ± 0
小 計 58 59 ＋ 1

特別行政 教 育 6 6 ± 0
小 計 6 6 ± 0

公営企業

国 保 3 3 ± 0
下 水 道 1 1 ± 0
水 道 3 3 ± 0
小 計 7 7 ± 0

合　計 71 72 ＋ 1

区分 九戸村の内容

扶養
手当

配偶者 10,000円
子 8,000円
父母など 6,500円
配偶者のない場合
の扶養親族１人目

子 10,000円
父母など 9,000円

16 歳から 22 歳までの子
（１人につき） 5,000円加算

住居
手当

借家・借間は家賃に応じて27,000円を限度に
支給

通勤
手当

交通機関利用者 運賃相当額50,000円を
限度に支給

交通用具使用者
通勤距離２k m以上の者
に、1,600円から12,900円
の範囲で距離に応じて支給

表❾　扶養・住居・通勤手当（平成29年4月1日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
村　長 610,000円

支給割合
【６月期】1.5 月分
【12月期】1.65 月分
【　計　】3.15 月分

教育長 500,000円
議　長 230,000円
副議長 182,000円
議　員 165,000円

表⓬　特別職等の報酬などの状況（平成29年4月1日現在）

※平成 28 年７月１日〜、村長 500,000 円 教育長 450,000 円。
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国
民
健
康
保
険

≲
加
入
状
況
≳

　

加
入
状
況
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
平
成
28
年
度
平
均
の

加
入
世
帯
数
は
１
０
２
０
世
帯

で
、
40
世
帯
減
少
し
、
加
入
者

（
被
保
険
者
）
数
は
１
８
２
０

人
で
、
１
０
２
人
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
の
世
帯
数
に
占

め
る
国
保
の
割
合
は
47
％
で
あ

り
、
総
人
口
に
占
め
る
加
入
者

の
割
合
は
30
％
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
同
時
期
と
比
べ
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

≲
収
支
状
況
≳

　

国
保
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

前
年
度
と
比
較
し
５
３
７
５
万

円
減
少
し
８
億
７
３
７
万
円
、

歳
出
総
額
も
５
２
９
１
万
円
減

少
し
８
億
７
３
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
た
金
額
は
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越
金
を

差
し
引
く
と
単
年
度
に
お
け
る

収
支
額
は
、
85
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
は
赤
字

補
て
ん
の
た
め
一
般
会
計
か
ら

４
１
９
２
万
円
を
繰
り
入
れ
て

お
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

す
。

歳入
8億

737万円

国保税
1億2,561万円
（15.6％）

その他
162万円
（0.2％）

国庫支出金
1億8,779万円
（23.3％）

前期高齢者
交付金

1億4,051万円
（17.4％）

共同事業交付金
1億8,544万円
（23.0％）

一般会計繰入金
9,639万円
（11.9％）

県支出金
5,024万円
（6.2％）

自 主 財
源％

15・9

存 
財 

依 

源 84.1 ％ 

繰越金
86万円
（0.1％）

療養給付費等交付金
1,891万円（2.3％）

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班

☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

24          25         　 26　　　27          28 年度

億円

4億 
5,717万円 

4億 
7,443万円 

５

5.5

６

6.5

7

5,905万円

6億
1,331万円

5億
5,628万円

5億
3,633万円

5億
2,319万円

5億
2,393万円

6,647万円

4,450万円 5,314万円 2,065万円

一 般

退 職

平
成
28
年
度
決
算

◦国保加入者の総医療費
（療養の給付および療養費）

24          25         　 26　　　27          28 年度

人

4億 
5,717万円 

4億 
7,443万円 

5億 
562万円 

1700
1800
1900
2000
2100
2200
2300

101人

2,147人 1,822人1,999人 1,888人
1,759人

141人

127人
100人

61人

◦国保加入者の推移

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
み
ん
な
で
出
し
合
っ
た
お
金
（
国

保
税
）
を
加
入
者
が
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
医
療
給
付
費
へ
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。
国
保
の
事
業
を
運
営
し
て
い
る
の
は
村
で
す
。
近
年
、
国
保
財
政
に
は
、
ゆ
と
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、国
保
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

今
月
は
平
成
28
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一 般

退 職
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≲
歳
入
≳

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
国
保
税
は
、
現
年
度
課

税
総
額
１
億
２
４
５
２
万
円

で
収
納
額
は
１
億
２
１
１
１
万

円
、
収
納
率
は
97
％
と
な
り
ま

し
た
。
滞
納
繰
越
分
の
収
納
額

で
あ
る
４
５
０
万
円
を
合
わ

せ
た
国
保
税
の
収
納
総
額
は

１
億
２
５
６
１
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
64
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
入
の

項
目
を
前
年
度
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
国
庫
支
出

金
が
３
０
１
６
万
円
減
の

１
億
８
７
７
９
万
円
、
県
支

出
金
が
１
１
４
５
万
円
減
の

５
０
２
４
万
円
、
退
職
者
医

療
制
度
の
療
養
給
付
費
等
交

付
金
が
３
７
５
４
万
円
減
の

１
８
９
１
万
円
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
１
３
９
９
万
円
減

の
１
億
４
０
５
１
万
円
、
共

同
事
業
交
付
金
が
68
万
円
減

の
１
億
８
５
４
４
万
円
、
前

年
度
繰
越
金
が
61
万
円
増
の

86
万
円
、
村
の
一
般
会
計
か

ら
国
保
会
計
に
対
す
る
繰
入

金
は
、
３
８
９
９
万
円
増
の

９
６
３
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

≲
歳
出
≳

　

一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
（
療
養
の
給
付

費
と
療
養
費
）
の
総
額
【
患

者
が
負
担
す
る
一
部
負
担
金

（
３
割
等
）
と
村
で
負
担
す
る

分
（
７
割
等
）
を
合
計
し
た

額
】
は
、
５
億
４
４
５
８
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
、

３
１
７
５
万
円
減
少
し
て
お

り
、
近
年
は
６
億
円
を
下

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の

う
ち
国
保
が
支
払
っ
た
金
額

は
、
３
億
９
３
０
８
万
円
で

７
４
９
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
等
は

３
７
９
万
円
減
の
４
９
５
４
万

円
、
出
産
育
児
一
時
金
は
84
万

円
増
の
２
９
４
万
円
、
葬
祭

費
は
18
万
円
減
の
27
万
円
と
な

り
、
保
険
給
付
費
全
体
で
は
前

年
度
よ
り
２
９
０
９
万
円
減
の

４
億
４
７
１
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
出
の
項

目
を
前
年
度
と
比
較
し
て
み

ま
す
と
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
が
８
４
７
万
円
減
の

９
３
６
９
万
円
、
共
同
事
業

拠
出
金
が
９
５
９
万
円
減
の

２
億
４
７
３
万
円
、
介
護
納

付
金
が
５
８
５
万
円
減
の

４
１
６
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
は
、
財

政
調
整
基
金
積
立
金
へ
の
積
み

立
て
が
で
き
ず
、
前
年
度
に
引

き
続
き
積
立
金
が
０
円
と
な
っ

た
た
め
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

運
営
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

歳出
8億

736万円
保険給付費

4億4,713万円
（55.4％）

後期高齢者支援金
9,369万円
（11.6％）

共同事業拠出金
2億473万円
（25.4％）

介護納付金
4,167万円
（5.2％）

保健事業費
675万円（0.8％）

総務費
724万円（0.9％）

その他　
615万円（0.7％）

28
29
30
31
32
33
34
35
36

24　　　25　　　26　　　27　　　28 年度

万円

29万
1,001円

28万
8,246円

29万
9,859円

32万
3,487円

33万
2,366円

34万
2,441円 36万

504円

29万
9,091円

29万
9,219円

36万
1,017円

県平均

九戸村

◦被保険者１人当たりの国保税調定額

5

6

7

8

9

24　　　25　　　26　　　27　　　28 年度

万円

5万
9,406円

6万
5,160円

6万
6,263円

6万
5,279円

7万
6,054円

8万
2,191円

8万
3,248円

8万
1,330円

6万
8,726円

8万
5,785円

市町村名
現年度課税一般被保険者

医療費
税　　額 収納率

九戸村 68,726円 97.16％ 299,219円
二戸市 87,107円 94.13％ 346,951円
一戸町 78,413円 95.99％ 333,991円
軽米町 76,844円 95.78％ 330,947円

県平均

九戸村

◦１人当たりの国保税調定額と医療費
（平成28年度）

◦国保加入者１人当たりの医療費
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News & Information

　

村
新
春
書
き
初
め
大

会
が
１
月
７
日
、
村
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
14
人
が

参
加
し
、
新
年
を
迎
え

気
持
ち
を
新
た
に
筆
を

し
た
た
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
学
年
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
「
お
正

月
」
や
「
自
然
の
恩
恵
」

な
ど
の
課
題
を
、
力
強

く
堂
々
と
描
い
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
新
春

を
迎
え
、
清
々
し
い
気

一筆に思いを込め筆を運ぶ参加者

　

村
消
防
団
出
初
め
式
が
１
月

７
日
、
伊
保
内
小
学
校
校
庭
で

開
か
れ
ま
し
た
。
風
が
体
に
染

み
入
り
肌
寒
い
中
、
村
消
防
団

員
や
婦
人
消
防
協
力
隊
員
な
ど

２
１
０
人
は
気
持
ち
を
新
た
に

式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

統
監
で
あ
る
五
枚

橋
久
夫
村
長
は
「
地

域
を
守
る
た
め
、
錬

磨
さ
れ
た
技
術
と
崇

高
た
る
消
防
精
神
の

下
、
決
意
を
新
た
に

精
進
す
る
こ
と
を
切

望
し
ま
す
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

　

観
閲
で
統
監
か
ら

点
検
を
受
け
た
後
、

伊
保
内
商
店
街
を
分

列
行
進
。
寒
風
の
中
、

威
風
堂
々
た
る
行
進

を
披
露
し
ま
し
た
。

力強く分列行進をする消防団員たち

寒
風
飛
ば
し
表
情
き
り
り

✿
特
選
受
賞
作
品

持
ち
で
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し

た
。入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

■
特
選

千
葉
詢と
う

子
（
伊
保
内
小
３
年
）

古
舘
明
澄
（
長
興
寺
小
３
年
）

七
戸
和
人
（
江
刺
家
小
６
年
）

山
下
須
瑞
（
九
戸
中
１
年
）

大
崎
莉
奈
（
福
岡
高
２
年
）

本
堂
歩
（
伊
保
内
高
２
年
）

■
金
賞

中
村
海
陸
（
伊
保
内
小
３
年
）

千
葉
和
香
愛
（
長
興
寺
小
４
年
）

　

き
り
り
と
引
き
締
ま
っ
た
表

情
で
式
に
臨
ん
だ
団
員
た
ち
は
、

心
新
た
に
、
安
心
安
全
な
村
で

無
火
災
を
継
続
し
よ
う
と
誓
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
村
消
防
団
長
の

定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
次
の
皆

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
。
氏
名
後
の
○
内
の
数
字

は
分
団
名
、
●
内
の
数
字
は
協

力
隊
名
）

《
消
防
団
長
定
例
表
彰
》

■
竿
頭
綬

第
12
分
団
（
田
代
）

■
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
20
年
）

筆したため清々しく

小
野
寺
詩
温
（
同
５
年
）

中
野
結
友
（
同
）

上
柿
大
晟
（
江
刺
家
小

３
年
）

山
下
結
愛
（
九
戸
中
２

年
）

田
澤
陽
明
子
（
伊
保
内

高
２
年
）

皆
川　
卓
麻
②　
福
田　
孝
彦
⑦

山
本　
貴
広
⑦　
和
田　
光
司
⑩

大
畑　
英
明
⑭

■
功
労
章
（
勤
続
15
年
）

関
端　
祐
介
②　
大
崎　
尚
弘
④

小
笠
原　
忍
④　
小
笠
原
一
将
④

櫻
庭　
亮
人
⑥　
風
張　
直
樹
⑩

尾
友　
秀
徳
⑪　
下
村　
健
治
⑪

■
功
績
章
（
勤
続
10
年
）

大
崎　
　
健
⑤　
道
地　
達
也
⑫

下
村　
正
博
⑭

《
婦
人
消
防
協
力
隊
表
彰
》

■
功
績
章
（
勤
続
５
年
）

中
野　
優
子
❶　
工
藤
由
美
子
❶

橋
本
万
寿
子
❷
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News & Information

【
算
定
結
果
】

　　

左
記
に
示
す
数
値
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
表
の
中
に
示
さ
れ
た「
早

期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基

準
」「
経
営
健
全
化
基
準
」
を
上

回
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健
全

化
計
画
の
策
定
や
財
政
再
生
計

画
に
係
る
国
の
同
意
手
続
な
ど

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」（
平
成
19
年
法
律
第
94
号
）
に

よ
り
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基
づ
く

数
値
を
公
表
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
た
健
全

化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来

負
担
比
率
）
と
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

前
年
度
で
あ
る
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く

九
戸
村
の
比
率
を
次
の
通
り
公
表
し
ま
す
。

り
ま
す
。

　

九
戸
村
の
平
成
28
年
度
決
算

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
比
率
に

お
い
て
も
、
早
期
健
全
化
基
準

お
よ
び
財
政
再
生
基
準
を
上
回

る
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

よ
り
０・１
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。

実質公債費比率・将来負担比率の推移
公表年度 H25 H26 H27 H28 H29

実質公債費比率
（３カ年度平均） 8.5% 6.7% 4.8% 3.9% 3.8%

将来負担比率 － － － － －

公 表
財政健全化指標≪地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

　第１項の規定によるもの≫
比率の名称 実質赤字

比率
連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

九戸村の数値 － － 3.8 －

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0

　（単位：％）

≪地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22　
　条第１項の規定によるもの≫
比率の名称 資金不足比率

九戸村水道事業会計の数値 －

九戸村農業集落排水事業特別会計の数値 －

九戸村下水道事業特別会計の数値 －

九戸村索道事業特別会計の数値 －

経営健全化基準 20.0

（注）表中「－」は実質赤字額または連結実質赤字額がないことを表示し
ています。

（注）表中「－」は資金不足額がないことを表示しています。

▼
実
質
公
債
費
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
自
治

体
の
一
般
会
計
に
占
め
る
借
金

だ
け
で
な
く
、
出
資
す
る
公
営

企
業
へ
の
繰
り
出
し
や
、
他
の

自
治
体
と
共
同
で
設
置
し
て
い

る
一
部
事
務
組
合
な
ど
の
借
金

な
ど
も
反
映
さ
せ
た
実
質
的
な

公
債
費
（
地
方
債
の
元
利
償
還

金
）
が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担
を

表
す
指
標
で
す
。

▼
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計

な
ど
の
借
入
金
や
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な

ど
、
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
た
も
の
で
す
。

▼
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
営

業
収
益
（
料
金
収
入
な
ど
）
の

規
模
と
比
較
し
指
標
化
し
た
も

の
で
、
経
営
状
況
の
健
全
度
を

示
す
も
の
で
す
。
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むらのわだい

村婦人のつどい
笑顔で気軽に体操　
　村婦人のつどいが１月21日、ＨＯＺホールで開かれました。
村内に住む女性たちが参加し、女性の立場で考える村づくり
について理解を深めました。ＮＰＯスポーツウェルネスの伊
藤礼子さんが「笑って体操」について講演。手や足、顔の体
操のやり方や、自宅で座りながらでもできる体操方法を学び
ました。時折笑いを織り交ぜながら進められる講演に、参加
者は楽しそうに体を動かしていました。各団体からの出し物
では、歌や踊りなどが披露され、ステージを盛り上げていま
した。手作り交換市では、売り切れになる団体も出るほどに
ぎわいを見せていました。

伊保内小で森林学習
木の恵みを肌で実感
　伊保内小学校の１年生14人と２年生19人は12月18日、
夏井嘉一郎さん（85＝伊保内上）を招いて森林学習をしまし
た。夏井さんは「人間が生きていくためにはおいしい空気と
おいしい水が必要。おいしい空気や水をつくれるのは木であ
り、九戸村は自然豊かで豊富な森林があり恵まれている」と
説明しました。その後、児童たちは１㌢幅に切ったシラカバ
の木片に絵を書いて、どんぐりや松ぼっくりで装飾を施しま
した。この授業は児童に自然の恵みを肌で感じてほしいとい
う願いから、同校で初めて行われました。

シラカバの木片に思い思いの絵を描く伊保内小学校児童

いきいきふれあい集会に 74人
和やかなひととき親交深める
　いきいきふれあい集会が12月７日、ＨＯＺホールで開かれ
ました。村内に住む一人暮らしの高齢者74人が集まり、和や
かなひとときを満喫していました。参加者はリハくのへの会
の皆さんと、シルバーリハビリ体操に挑戦。誰でもどこでも
一人でもできる体操をし、体の柔軟性を高めていました。交
流会には、伊保内保育園の年長児12人が駆け付け、元気な踊
りやかわいらしいダンスで花を添えてくれました。参加者は
食事を味わい、ステージでの踊りを楽しみながら、互いに親
交を深めていました。

誰でもできる体操に挑戦する参加者

実技指導を受けながら体操に挑戦する参加者

仮装して音楽に合わせて踊る村交通安全母の会連合会
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華やかな衣装を身にまとい歌って踊る
JA新いわて女性部北部支部九戸地区

男の湯っこ介護予防教室
交流図り認知症予防
　男の湯っこ介護予防教室は12月12日、ふるさとの館で行
われました。65歳以上の男性９人が集まり、健康チェックを
した後、ふるさとの湯っこに入浴。昼食後、脳のトレーニン
グゲームをしたり体操をしたりして、身体機能の維持と認知
症予防に役立てました。また、クリスマスリース作りに挑戦し、
器用な手先で作り上げていました。岩澤三四郎さん（90＝伊
保内下）は「人と交流ができてうれしい」と満足そうでした。
この教室は本年度から始められ、全16回が予定されています。

クリスマスリース作りを楽しむ参加者

旭日双光章の受章を喜ぶ古舘巖さん（右から２番目）

50年間村議会議員に尽力
古舘巖さ

んに叙勲
　古舘巖さん（88＝雪屋）が11
月１日に旭日双光章を受章しまし
た。古舘さんは昭和42年７月か
ら現在まで13期50年の永きにわ
たり、村議会議員として在職。平
成７年７月からは村議会議長とし
て延べ７年７カ月務めました。こ
の間、共同利用組合を設立・運営
するなど農家所得の安定に尽力。
また、いわて第２クリーンセンター
の誘致では、精力的かつ献身的に
関係機関に働き掛けたり、子ども
の医療費無料化を推奨し村の発展
のために貢献してきました。
　古舘さんは「身に余る光栄で、
支援者の皆さんに感謝したい」と
お礼の気持ちを述べていました。

村内郵便局と二戸郵便局と三者協定
郵便局と連携協定
　村と村内郵便局、二戸郵便局は12月８日、災害発生時
や平常時における高齢者などの見守り活動を円滑に遂行す
るために協定を締結しました。
　協定では、村内に居住する高齢者などが安心して暮らし
続けるために必要な活動や、道路損傷時や水道漏水の発見
時などに情報連携を図ることが盛り込まれています。災害
発生時や平常時に高齢者の見守り活動などにおいて、連携
を強化し柔軟に対応することが期待されます。

郵便局と連携協定を締結する五枚橋久夫村長（前列中）

　　　　　笑って体操の講演を聞き、
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南
サ
ツ
さ
ん
（
柿
の
木
出
身
）

が
１
月
15
日
、
１
０
４
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
入
所
し
て
い
る

折
爪
荘
で
家
族
た
ち
と
祝
い
ま

し
た
。
五
枚
橋
久
夫
村
長
が
花

束
と
長
寿
祝
い
金
を
手
渡
し
祝

福
。
子
ど
も
６
人
、
孫
９
人
、

ひ
孫
７
人
、
や
し
ゃ
ご
１
人
に

恵
ま
れ
た
南
さ
ん
。
食
事
に
は

気
を
付
け
腹
８
分
を
守
り
、
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

南
サ
ツ
さ
ん
１
０
４
歳
祝
福

　

二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
に
広

報
車
が
配
備
さ
れ
、
12
月
18
日

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
の
車
両
は
平
成
12
年
か

ら
17
年
間
使
用
。
新
し
い
車
両

は
ト
ヨ
タ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

プ
ラ
ド
Ｔ
Ｘ
、
４
Ｗ
Ｄ
、
ガ

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
、
排
気
量

２
７
０
０
cc
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
車
は
消
防
広
報
活
動

の
み
な
ら
ず
、
災
害
現
場
へ
の

輸
送
、
予
防
査
察
な
ど
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

九
戸
分
署
に
広
報
車
が
配
備

　

１
月
４
日
、
村
交
通

指
導
隊
初
点
検
式
が
役

場
第
２
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
指
導
隊
５

人
が
参
加
し
、
五
枚
橋

久
夫
村
長
か
ら
服
装
や

身
分
証
の
点
検
を
受
け

た
後
、
髙
﨑
信
隊
長
が

決
意
を
述
べ
、
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

点検式・出動式
　

ま
た
、
村
地
域
安
全
推
進
隊

出
動
式
も
行
わ
れ
、
推
進
員
５

人
が
新
年
を
迎
え
て
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

初
点
検
式
で
決
意
を
述
べ
る

村
交
通
指
導
隊
髙
﨑
信
隊
長
（
左
）

104歳を祝福される南サツさん（前列中）

12
月
か
ら
九
戸
分
署
に

配
備
さ
れ
た
広
報
車

　

１
月
21
日
、
山
本
カ
ネ
さ
ん

が
１
０
２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

家
族
た
ち
と
長
寿
を
祝
福
し
ま

し
た
。
五
枚
橋
久
夫
村
長
は
当

日
、
入
所
し
て
い
る
折
爪
荘
を

訪
問
し
、
花
束
と
長
寿
祝
い
金

を
手
渡
し
長
寿
を
た
た
え
ま
し

た
。
子
ど
も
９
人
、
孫
３
人
、

ひ
孫
14
人
に
恵
ま
れ
た
山
本
さ

ん
。
３
度
の
食
事
は
残
さ
ず
自

分
で
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

山
本
カ
ネ
さ
ん
め
で
た
く
１
０
２
歳

　

11
月
23
日
、
自
衛
隊
岩
手
地

方
協
力
本
部
長
感
謝
状
贈
呈
式

が
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
、
本
村
が
感
謝
状
を
受
賞

し
ま
し
た
。
広
報
紙
へ
の
募
集

案
内
の
掲
載
や
村
産
業
芸
術
ま

つ
り
で
募
集
広
報
に
協
力
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
入
隊
者
の
獲

得
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
た
た

え
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
市
町
村
で
は
募
集
功
労
と

し
て
本
村
と
花
巻
市
が
受
賞
し

ま
し
た
。

自
衛
隊
本
部
長
感
謝
状
を
受
賞

感
謝
状
の
受
賞
を
喜
ぶ

五
枚
橋
久
夫
村
長
（
左
）

１
０
２
歳
を
祝
福
さ
れ
る

山
本
カ
ネ
さ
ん
（
前
列
中
）
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日
本
の
爆
弾
気
圧
大
寒
波

す
ば
し
こ
き
孫
の
手
捌さ

ば

き
歌
留
多
取
り

干
支
の
絵
も
犬
に
変
わ
り
ぬ
初
暦

初
詣
「
六
根
清
浄
」
手
を
あ
わ
す

初
明
り
母
な
る
川
の
耀か

が

よ
え
り

田
村　

畦
畔

懐
か
し
や
故
郷
カ
ル
タ
孫
子
等
と

友
人
と
会
い
た
る
如ご

と

く
年
賀
状

初
詣
家
族
揃
い
て
鎮
守
社
へ

励
ま
し
の
叔
母
の
長
々
と
初
電
話

読
初
や
や
っ
と
手
に
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

渡　
　

赤
藤

村
か
る
た
名
所
こ
と
わ
ざ
知
恵
袋

冬
の
朝
恐
る
お
そ
る
の
深
呼
吸

日
々
姑は

は

の
拠
り
所
と
す
膝
毛
布

初
詣
母
娘
で
和
服
照
れ
歩
く

菅
野　

岑
子

枯
れ
立
ち
て
ゑ
の
こ
ろ
草
の
穂
の
軽
し

総
立
ち
と
な
り
ゑ
の
こ
ろ
草
枯
れ
立
ち
る

小
祠

ほ
こ
ら

の
三
基
肩
寄
せ
神
の
留
守

老
い
と
い
ふ
こ
と
ば
に
対
峙じ

夜
の
長
し高

島
ふ
み
女

寒
波
来
る
素
知
ら
ぬ
顔
の
六
地
蔵

喉
ご
し
の
旨
味
た
っ
ぷ
り
昆
布
だ
し

先
の
世
の
事
等
語
り
初
電
話

逝
き
し
友
も
話
題
に
入
れ
て
忘
れ
句
座

青
村
の
句
評
楽
し
や
忘
れ
句
座

冬
部　

雪
女

舘
村　

青
村

平
成
も
三
十
年
や
初
日
の
出

日
章
旗
揚
が
る
役
場
や
初
御
空

瑞
光
の
初
日
昇
る
や
九
戸
村

初
日
映
ゆ
鎮
守
の
杜
や
熊
野
館

【
十
二
月
席
題
詠
よ
り
】

退
院
の
姑
に
合
わ
せ
て
年
用
意　
　
　

（
赤　

藤
）

煤す
す

掃
を
済
ま
せ
窓
辺
に
植
木
鉢

老
い
込
ん
で
手
指
の
運
動
毛
糸
編
む　

（
ふ
み
女
）

脳
ト
レ
や
老
さ
ら
ば
え
て
冬
籠ご

も

り

さ
さ
や
か
に
聖
夜
に
点と

も

す
二
人
の
灯　

（
畦　

畔
）

蕪か
ぶ

漬
け
幾
年
た
つ
や
妻
褒
め
て

小
春
日
や
憩
う
話
の
智
恵
袋　
　
　
　

（
雪　

女
）

冬
温
し
八
苦
の
娑し

ゃ

婆ば

に
棲
み
な
れ
し

追
憶
の
喜
怒
哀
楽
や
榾ほ

だ

の
宿　
　
　
　

（
青　

村
）

句
友
皆
気
さ
く
な
人
や
忘
れ
句
座

む
ら
の
文
芸

第
３
５
７
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

皆み

な

川が

わ 

ト
キ
さ
ん

大
正
12
年
６
月
12
日
生
・
94
歳
（
戸
田
下
）　

葛
巻
町
で
生
ま
れ
19
歳
で
信
一
さ
ん

と
結
婚
。
子
ど
も
２
人
に
恵
ま
れ
70
年

以
上
小
売
業
を
商
い
、
40
年
以
上
は
一

人
で
切
り
盛
り
し
て
き
ま
し
た
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
家
族
と
一
緒

に
楽
し
く
生
活
し
て
い
る
こ
と
だ
ね
。

◆
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
は
？　
同
業
の
仲

間
た
ち
と
毎
年
旅
行
に
行
く
こ
と
が
楽

し
み
だ
っ
た
。
中
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
思
い
出
深
い
ね
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
息
子
が
公
務

員
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
こ
と
が
感
慨

深
い
ね
。

関
せ

き

畑
は

た 

梢
こ
ず
え

さ
ん

33
歳
・
南
田

　

平
成
21
年
に
友
昭
さ
ん
と
結
婚
し
、
子

ど
も
２
人
に
恵
ま
れ
、
平
成
27
年
か
ら
村

保
育
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
好
き
で

20
歳
ぐ
ら
い
か
ら
毎
年
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
家
族
で
八
戸
市
な
ど

に
出
掛
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
子
ど
も
の
成
長

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
長
男
の
颯

心
君
（
６
）
と
ス
キ
ー
を
や
り
た
い
で
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
素
敵
な
家
を
建
て
て

家
族
み
ん
な
で
住
み
た
い
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

関
畑
梢
さ
ん（
左
）と
颯
心
君（
右
）

と
天
夢
（
中
）
ち
ゃ
ん
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12
月
26
日
〜
１
月
10

日
の
間
で
５
日
間
、
盛

岡
大
学
の
２
、３
年
生

が
九
戸
中
学
校
を
訪

れ
、
九
戸
中
学
校
３
年

生
の
学
習
を
支
援
し
ま

し
た
。

　

冬
休
み
期
間
中
に
生

徒
の
学
習
を
支
援
す

る
、
ス
マ
イ
ル・サ
ポ
ー

ト
支
援
事
業
は
平
成
28

年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、

本
年
度
で
２
回
目
。
５

日
間
に
盛
大
生
19
人
が
九
戸
中

学
校
を
訪
問
し
、
３
年
生
18
人

に
対
し
て
個
別
に
学
習
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
数
学
や
社
会
、
英

語
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題
と

す
る
教
科
に
つ
い
て
、
質
問
し

な
が
ら
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
生
徒
は
大

学
生
の
分
か
り
や
す
い
指
導
の

下
、
多
く
の
事
を
吸
収
し
、
学

び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

盛
大
生
が
九
戸
中
生
の
学
習
を
支
援

九
戸
中
学
校
３
年
生
に
丁
寧
に

指
導
す
る
盛
岡
大
学
の
学
生

　

村
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
を
生
か
し
た
学
力
保
障
研
修

会
が
１
月
12
日
、
伊
保
内
小
学

校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
内
小

中
学
校
の
教
員
約
50
人
が
参
加

し
、
授
業
力
向
上
に
向
け
て
学

び
ま
し
た
。

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
佐

藤
寿
仁
学
力
調
査
官
を
講
師
に

招
き
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
か
ら
見
え
て
く
る

も
の
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

佐
藤
調
査
官
は
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
説
明
。「
見
方
・
考
え
方
を

軸
に
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が

問
題
解
決
す
る
授
業
を
目
指
し
、

幅
広
い
授
業
改
善
の
工
夫
が
展

開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
教
員
た
ち
は
、
出

さ
れ
た
演
習
問
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
な
ど
、
今
後
の
授
業

力
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
、
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

学
力
保
障
研
修
会
で
意
見
交
換

し
な
が
ら
参
加
す
る
教
員
た
ち

授
業
力
向
上
を
目
指
し
て

新
入
学
生
は
42
人
予
定

【
小
学
校
別
入
学
予
定
者
数
】

●
伊
保
内
小
学
校　
　
13
人

●
長
興
寺
小
学
校　
　
７
人

●
戸　
田
小
学
校　
　
９
人

●
山　
根
小
学
校　
　
５
人

●
江
刺
家
小
学
校　
　
８
人

　
　
合
　
　
計
　
　
　
42
人

　
入
学
予
定
者
は
平
成
30
年

４
月
１
日
時
点
で
満
６
歳
の

児
童
で
す
。
入
学
予
定
児
童

数
は
平
成
30
年
１
月
４
日
時

点
の
人
数
で
す
。

　

次
の
事
項
に
該
当
す

る
場
合
は
、
村
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
総
務

班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

３
０
２・３
３
３
）
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
今
年
３
月
ま
で
に
保
護
者

の
住
所
が
学
区
外
へ
異
動
す

る
人
。

■
入
学
予
定
の
保
護
者
で
確

認
し
た
い
事
が
あ
る
人
。

　
村
で
は
、
平
成
30
年
度
の

育
英
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

村
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護

者
の
子
ど
も
で
、
高
等
学
校
、

大
学
な
ど
の
入
学
や
進
級
す

る
た
め
の
学
費
な
ど
の
支
払

い
に
、
奨
学
金
の
付
与
が
な

け
れ
ば
就
学
困
難
な
人

■
申
込
期
限

３
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
用
紙
は
村
教
育
委
員

会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
奨
学
金
の
月
額

①
高
等
学
校
な
ど

　
　
　
１
５
０
０
０
円
以
内

②
高
等
専
門
学
校
な
ど

　
　
３
０
０
０
０
円
以
内

③
大
学
な
ど

　
　
４
０
０
０
０
円
以
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

村
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

総
務
班
（
☎
42-

２
１
１
１

内
線
３
３
３
）

村
育
英
奨
学
生
を
募
集
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学 校中戸九

高

校

内

保

伊

　叱っても叱っても、言う
ことを聞かない。うちの子
どもはどうしてこうなの!?
とイライラしているお母さ
ん。叱るよりもずっと効き
目のある方法、それが自分
からやる子を育てるアドラ
ーの方法です。

イライラしないママになれる本
野口　勢津子　著／秀和システム

ルビンの壺が割れた
宿野　かほる　著／新潮社

守教  上・下
帚木　蓬生　著／新潮社

　信じて祈り、そ
して涙する。初め
てだったこれほど
に、自分を認めて
くれる教えは。だ
から信じることに
した。戦国期から

　子どものことならなん
でも知っている。いつし
か、そんなふうに思うよ
うになっていた。子ども
の気持ち、大人の気持
ち。伝え合うと、家族は
もっと温かくなる。うち
の子でいてくれて、あり
がとう。

ごめんなさい
サトシン　作／ポプラ社

よ
う
に
し
て
バ
ト
ン
が
受
け
継

が
れ
、
さ
ら
に
九
戸
中
を
発
展

さ
せ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

九
戸
中
学
校
で

は
、
１
月
11
日
、
生

徒
会
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

１・
２
年
生
の
生

徒
会
本
部
、
各
専
門

委
員
長
、
応
援
団
長
、

副
団
長
、
２
学
年
生

徒
会
リ
ー
ダ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。
大
久

保
順
子
先
生
か
ら

「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
講
話

を
聞
き
、
そ
の
後
、「
後
期
生
徒

会
・
委
員
会
活
動
の
詳
細
立
案
」

と
題
し
、
計
画
作
成
の
練
習
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
祭
新

バトンを受け継ぐ

競
技
に
つ
い
て
検
討
し
、
伝
統

あ
る
九
戸
中
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
必
要
な
資
質
を
身
に
付

け
ま
し
た
。

　

九
戸
中
学
校
は
来
年
度
、
創

立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

　

１
月
５
日
に
村
地
域
子
ど
も

読
書
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
38

回
目
を
迎
え
、
伊
保
内
高
校
の

生
徒
自
身
も
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

昔
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
意
外
な

教
諭　

久
保
田　

忍

地
域
と
と
も
に

こ
と
に
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
さ

ほ
ど
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
も
な

く
、
多
く
の
生
徒
が
感
情
を
込

め
て
堂
々
と
取
り
組
ん
で
い
る

姿
に
は
感
慨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
当

日
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
と
準
備

し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様

に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
数
の
減
少
に
伴
い
、

本
校
も
そ
の
影
響
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
い

ず
れ
や
り
方
を
変
え
て
い
く
必

要
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
、
子

ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
手
を
加

え
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
必
要
な

資
質
を
学
ぶ
九
戸
中
学
校
の
生
徒

　30年近くまったく音沙
汰のなかった男からある
日突然メールがきた。
　なぜ？どうして？
　仰天する私に平然とメ
ールを送り続けてくる
男。最後の１ページで壺
は割れる。

38回目を迎えた村地域子ども読書会

開国まで。無視されてきたキリシタン通史。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
３
２

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
介
護
予

防
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
に
通
い

の
場
が
あ
る
と
、
そ
こ
に
通
う
こ
と
で

自
然
と
介
護
予
防
に
な
り
ま
す
。
人
と

話
す
こ
と
で
認
知
症
予
防
、
社
会
参
加
、

そ
し
て
お
互
い
に
役
割
を
持
っ
た
り
助

け
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
生
き
が
い
が

生
ま
れ
ま
す
。
村
内
で
も
、
各
地
域
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ
ン
が
定
期

的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
参
加
し
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

広
が
っ
て
い
ま
す　
通
い
の
場

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
河
村　
侑
乃 

）

　

通
い
の
場
で

は
何
を
し
て
も

い
い
と
思
い

ま
す
。
集
ま
っ

て
体
操
を
す
る

で
も
良
し
、
お

茶
を
飲
む
で
も

良
し
、
お
昼
を

み
ん
な
で
作
っ

て
食
べ
る
こ
と
で
も
い
い
の
で
す
。
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
で
や
り
た
い
こ
と
を
話

し
合
っ
て
作
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

　

妻
の
神
地
区
で

は
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の

教
室
が
月
２
回
開

催
さ
れ
、
通
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
時
間
弱
の
体
操
を
し
た
後
、
皆

さ
ん
で
お
茶
飲
み
を
し
て
わ
い
わ
い
過

ご
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
体
力
測
定

も
行
う
こ
と
で
体
操
の
効
果
も
見
え
、

楽
し
み
な
が
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

通
い
の
場
へ
の
参
加
は
、
自
分
の
将

来
を
見
据
え
た
立
派
な
介
護
予
防
で
す
。

周
囲
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
は
、
今
現

在
の
元
気
だ
け
で
な
く
、
今
後
老
い
て

い
く
中
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
や
す
い
身
近

な
関
係
作
り
に
も
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
通
い
の
場
の
運
営
助
成
事
業

や
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
推
進

な
ど
、
地
域
で
『
通
い
の
場
』
を
や
っ

て
み
た
い
！
と
い
う
希
望
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
か
ら
で

も
や
っ
て
み
た
い
・
や
っ
て
い
る
よ
と

言
う
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。
人
と
触
れ

合
う
通
い
の
場
が
地
域
に
広
が
っ
て
い

く
と
い
い
で
す
ね
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
こ
の

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
の
医
療
給
付
の
財
源
と

な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、
保
険
料
は

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
納
付
が
困
難
な
と
き
は
相
談
を

　

事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
役
場
税
務
会
計
課
に
相

談
く
だ
さ
い
。
来
庁
が
困
難
な
人
は
電

話
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
保
険
料
の
確
保
の
た

め
、
滞
納
保
険
料
の
徴
収
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
徴
収
担
当
の
村
職
員
が
納

付
の
お
願
い
に
訪
問
し
た
と
き
に
は
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

訪
問
す
る
村
職
員
は
必
ず
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
、
保
険
料
の
支
払
い
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
金
融
機
関
の
現
金
自
動
預
払
機
）

は
使
用
し
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
な
ど

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
督
促
状
が
送
付
さ

れ
る
と
督
促
手
数
料
を
加
え
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

公
平
性
を
保
つ
た
め
延
滞
金
も
発
生
し
、

こ
れ
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を
滞
納

し
納
付
相
談
に
も
応
じ
な
い
人
に
対
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
取
り
ま
す
。

○
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

　

有
効
期
間
の
短
い
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

○
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付

　

特
別
な
事
情
が
な
く
１
年
以
上
滞
納

し
て
い
る
人
は
、
被
保
険
者
証
を
返
還

し
て
い
た
だ
き
、
代
わ
り
に
被
保
険
者

資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
診
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
て
自

分
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

○
医
療
給
付
の
制
限

　

特
別
な
事
情
が
な
く
、
さ
ら
に
保
険

料
の
滞
納
が
続
く
と
、
医
療
給
付
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
滞
納
処
分

　

保
険
料
を
納
付
す
る
意
思
が
な
い
場

合
や
納
付
相
談
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
法
令
に
基
づ
く
滞
納

処
分
と
し
て
、
預
貯
金
・
給
料
・
不
動

産
な
ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
公
売

手
続
き
な
ど
の
処
分
を
行
い
ま
す
。

（
国
保
担
当　
小
野
寺
さ
ゆ
り
）

納
め
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
後
期
高
齢
保
険
料
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■
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
用
心

　
こ
と
ば
を
形
に

　
習

慣
に

火
災
予
防
の
た
め
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
せ
ず
、た
ば
こ
は
し
っ
か
り
消
す
。

▽
ス
ト
ー
ブ
付
近
に
は
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
ず
、
給
油
す
る
と
に
は
火

を
消
す
。

村内の火災・救急（12 月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 －１件
救 急 39 件 315 件 ＋７件

３
月
１
日
～
７
日
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り

た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
か
保
険
料
の
領

収
証
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
10
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
の

間
に
、
平
成
29
年
中
に
は
じ
め
て
保
険

料
を
納
め
た
人
に
は
、
２
月
上
旬
に
控

除
証
明
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
は
、
平
成
29
年
中
に
納

め
た
保
険
料
（
過
年
度
分
、
追
納
分
も

含
む
）
の
全
額
で
す
。
ま
た
、
家
族
の

分
の
保
険
料
を
払
っ
た
場
合
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
30
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
付
し

村内の交通事故（12月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 ＋ 3 件
物損事故 27 件 73 件 ＋ 14 件
負 傷 者 0 人 3 人 ＋ 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1179日
（12月31日現在）

納
め
た
年
金
保
険
料
は
控
除
対
象

　

他
人
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
不

正
に
入
手
し
、
本
人
に
な
り
す
ま
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
を
不
正
に
利
用
す
る
不

正
ア
ク
セ
ス
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
、
解
除

す
る
た
め
の
金
銭
を
要
求
す
る
ラ
ン
サ

ム
ウ
ェ
ア
（
身
代
金
要
求
型
ウ
ィ
ル
ス
）

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
安
心
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
県
民
一
人
一
人
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
意
識
や
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
り
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

≲
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
・
安
全
に

利
用
す
る
た
め
の
注
意
点
≳

⃝

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、

ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
入
れ
、
Ｏ
Ｓ

や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
お
よ
び
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
は
常
に
最
新
の
状
態
に

更
新
す
る
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

不
審
な
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。　

　

不
審
な
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア
プ
リ
な

ど
で
他
人
か
ら
配
布
さ
れ
た
ソ
フ
ト
や

ア
プ
リ
は
不
用
意
に
利
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
乗
っ
取
り
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
宛
て

に
届
く
認
識
番
号
は
絶
対
に
他
人
に
教

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

実
在
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を

模
倣
し
た
り
、
連
絡
先
を
偽
っ
た
偽
サ

イ
ト
が
ま
ん
延
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
際
は
、
振

込
口
座
情
報
な
ど
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

信
頼
の
で
き
る
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
料
理
を
し
て
い
る
と
き
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
離
れ
る

と
き
は
火
を
消
す
。

▽
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
を

し
、
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
る
。

▽
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き

火
を
し
な
い
。
た
き
火
を
す

る
と
き
は
消
火
用
具
の
準
備

を
す
る
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ２月５日㊊ ２月６日㊋ ２月19日㊊
空 き 缶 ２月20日㊋ ２月26日㊊ ２月27日㊋
粗 大 ご み ２月13日㊋
紙・プラ類 ２月８日㊍ ２月14日㊌ ２月22日㊍

ごみ収集日 ２月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

２ ４ よこもり眼科クリニック 22-2230 ２ ４ ますだ歯科クリニック 26-8282

11 千葉耳鼻咽喉科医院 26-8133 11 小野寺歯科医院 33-3050

12 小野寺クリニック 46-2822 12 窪島歯科医院 23-2425

18 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 18 森川歯科医院 23-6361

25 浄法寺診療所 38-2021 25 沢藤歯科医院 25-4002

  権利擁護セミナー
分かりやすく紹介します

　認知症や障がいなどによって支
援を必要とする人の権利擁護や成
年後見制度について、講演や演劇
で分かりやすく紹介します。
■日時　２月21日（水）
　午後１時30分～午後４時30分
■場所　二戸市民文化会館
■内容
○講演「住み慣れた地域で私らし
い生活をつくる～成年後見制度の
動向と意思決定支援～」
講師：法テラス八戸法律事務所　
弁護士　水島俊彦氏
○報告、演劇
■問い合わせ　NPO法人カシオペ
ア権利擁護支援センター（☎43-
3042）

  申告書作成会場の開設
２月16日～３月15日

　二戸税務署の申告書作成会場を
次の通り開設します。確定申告書
の提出の際にはマイナンバーの記
載が必要です。
■開設場所　二戸税務署
■開設期間
２月16日（金）～３月15日（木）
■開設時間　午前９時～午後５時
会場開設前は申告書作成会場を設
置していません。申告書作成会場
は大変混雑し、申告書作成に１時
間以上要する場合があります。確
定申告書の作成には国税庁ホーム
ページの確定申告書作成コーナー
が便利です。
■問い合わせ　二戸税務署（☎23-
2701）

  学童保育
児童を募集

　村では、放課後の児童健全育成
を目的に、学童保育事業を実施し
ています。平成30年度の利用児童
を募集しますので、希望する人は
期日までに申し込みください。
■対象児童　昼間保護者のいない
世帯の小学生
■開所時間
○平日 下校時～午後6時
○学校休業日　午前8時～午後6時
■休所日　日曜日・祝祭日、お盆、
年末年始、その他必要と認めた日
■保育料　月額2,000円、おやつ・
教材費など月額2,500円、共済保
険料年額1,800円
■募集期間
　２月13日（火）～23日（金）
■申し込み・問い合わせ
　住民生活課地域福祉班（☎42-
2111内線202）または社会福祉協
議会（☎41-1200）、村学童クラブ
（☎42-3501)へ。
※印鑑を持参ください。
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人のうごき
（平成30 年1日 1日現在）

●人　口　　５，９２７　人　  （－７）

　　男　　　 ２，８５２　人  （－１０）

　　女　　　 ３，０７５　人　  （＋３）

●世帯数　　２，１６６世帯　　（＋５）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １２　人  　（９７人）

　 転　 出　　　 　８　人  （１６０人）

　 出　 生　　 　　０　人  　（２４人）

　 死　 亡　　　 １１　人  （１０３人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆今年はおみくじを３回も引きまし
た。結果は小吉と末吉と中吉。く
じの内容が悪いため引き直した訳
ではないのですが…。中には自分の
境遇がズバリ当てられていると思わ
れるくじもありました。皆さんはお
みくじを引きましたか？◆今年も皆
さまが元気で笑顔な姿を広報にて
届けていきたいと思います。（下村）

  家畜飼養中の人へ
定期報告を忘れずに

　家畜所有者は定期報告が義務付
けられています。
　家畜・家きんを飼養している人
は、経営・愛玩など目的に関わらず、
１頭、１羽のみ飼養している場合
でも報告が必要です。
■家畜の飼養頭羽数の報告期限
▷家畜…４月13日（金）まで
牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、
いのしし
▷家きん…６月15日（金）まで
鶏、アヒル（マガモ、ガチョウ、
アイガモ、フランスガモ）、うずら
（ヨーロッパウズラ）、キジ（ヤマ
ドリ）、ダチョウ（エミュー）、ほ
ろほろ鳥、七面鳥
■問い合わせ・提出先　県北家畜
保健衛生所（☎49-3006）

  村外に在住の人へ
広報くのへを郵送

　村外に住んでいて「広報くのへ」
の郵送を希望する人に、毎月広報
紙の送付を行っています。
■申込方法　郵送先の住所と氏名
を明記の上、140円切手12枚を添
えて、九戸村役場総務企画課広報
担当（〒028-6502岩手県九戸郡
九戸村大字伊保内10-11-6）へ持参、
または郵送してください。
■申込締切　３月８日（木）
■申し込み・問い合わせ　総務企
画課庶務財政班（☎42-2111内線
167）

  ぜひご利用ください
「くらしの相談窓口」
　二戸市社会福祉協議会ではくら
しの相談窓口を開設します。
■日時　２月23日（金）
　午前10時～正午
■場所　村総合福祉センター
■相談内容　生活上の悩みや困り
事
■問い合わせ　二戸市社会福祉協議
会くらしの相談窓口（☎43-3588）

お詫びと訂正
　広報くのへ１月号４㌻の村体育
協会スポーツ賞の記事で、皆川大
輔さんの主な成績に誤りがあり
ました。正しくは第69回全国高
等学校総合体育大会岩手大会でし
た。お詫びして訂正します。

  くらしとこころの
総合相談会

■日時　３月10日（土）
　午前10時15分～午後３時30分
■場所　二戸地区合同庁舎
■相談内容　経済的問題、障がい、
心身不調など
■申込期限　３月９日（金）
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健所保健課（☎23-9206）



■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.vill.kunohe.iw
ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成25年
３月号
No.660

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.vill.kunohe.iw

ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成30年
２月号
No.719

20

村
地
域
子
ど
も
読
書
会

2020

児童にも分かるように感情を込めて読み聞かせをする生徒連想ゲームで問題を相談し合う児童生徒

20

表
現
力
豊
か
に
朗
読

　
触
れ
合
い
交
流

連想ゲームで楽しそうに答えを予想する児童生徒

　

村
地
域
子
ど
も
読
書
会
は
１
月

５
日
、
村
内
各
会
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
伊
保
内
高
等
学
校
の
１
年

生
と
２
年
生
59
人
が
、
小
学
生
に

読
み
聞
か
せ
を
す
る
活
動
も
今
年

で
38
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

長
興
寺
多
目
的
集
会
施
設
銀
杏

会
館
で
は
、
高
校
生
４
人
が
小
学

生
48
人
に
紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ

ま
し
た
。
な
し
と
り
兄
弟
と
は
ち

と
あ
り
の
２
話
を
披
露
。
登
場
人

物
に
な
り
き
っ
て
抑
揚
を
つ
け
て

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
沢
賢
治
作
の
ツ
ェ

ね
ず
み
を
朗
読
。生
徒
た
ち
は
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
を
使
っ
て
表
現
力
豊
か

に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
と
小
学
生
が
一
緒
に
な

り
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
連
想
ゲ
ー
ム
。
用
紙
に
描
か

れ
た
絵
を
、
ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
答

え
を
当
て
る
遊
び
に
、
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

児
童
と
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ト
ラ
ン
プ
や
カ
ル
タ
な
ど
の
遊

び
を
通
し
て
、
触
れ
合
い
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。
中
村
萌
音
さ
ん

（
長
興
寺
小
１
年
）
は
「
お
兄
さ
ん

た
ち
と
ト
ラ
ン
プ
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
。
三
津
谷
竜
太

さ
ん
（
伊
保
内
高
２
年
）
は
「
最

初
は
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
て

良
か
っ
た
」
と
ほ
ほ
笑
ん
で
い
ま

し
た
。

題材をものまねで表現する生徒




